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令和７年度第４回特別職報酬等審議会議事要旨録 

 

 

開催日時    令和７年 11 月 18 日（火） 14：30～ 

開催場所    小林市役所 ２階 第２会議室 

出席者     ７人 

欠席者     ３人 

事務局・説明者 総務部長、総務課長、総務課主幹 

 

〇 開会 

   

〇 会議の成立確認 

  委員７人出席により成立 

 

〇 審議 

  ・ 第１回から第３回までの審議会における決定内容（改定額及び改定時期）及び改

定に伴う影響額説明 

   

・ 主な質問・意見 

質問 改定に伴う財政的な影響は。負担は大きいのか。 

回答 これまでの審議会において説明したように財政状況は一定の健全性を保っ

ているが、今回、諮問された給料・報酬はいずれも基本的に市税を財源とし

ているため、市民感情に配慮し丁寧な説明が必要。貨幣価値の下落や人口減

少に伴う税収減の可能性を考慮すると、歳出額の増は軽いものとはいえない。 

 

・ 答申案説明 

   

・ 主な質問・意見 

    意見 影響額等踏まえ、付帯意見に追記を提案したい。歳入対策、歳出削減を実

施するとともに特別職を含む職員の綱紀粛正を図りながら、市民サービスの

低下を招かないよう市政発展に尽力すること。改定前と比較して歳出額が増

加すること、他自治体の特別職報酬等審議会の答申においては、議員定数の

あり方について意見が付帯された例もあることから議員定数のあり方につい

てもさらなる議論をすることが望ましい。 

→ 全出席委員賛同 
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〇その他 

・ 今回の審議会での意見や欠席委員からの意見を取りまとめ、答申書案の大幅な修

正が必要な場合は再度審議会を開催する。 

〇閉会 

  

 （15：03 審議会終了） 


